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県
水
受
水
費
の
決
算
額
が

当
初
予
算
を
上
回
っ
た
理
由
を
問
う

母
子
等
福
祉
手
当
支
給
制
度
廃
止
後
の

代
替
事
業
は
十
分
の
一
規
模
に

平
成
26
年
度
決
算
の
評
価
と将来

展
望
を
問
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
見
直
し

平
成
27
年
度
に
具
体
的
計
画
案

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
給
付
事
業
の
効
果
は

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
決
算
の

総
合
交
通
計
画
推
進
事
業
費
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
運
行
見
直
し
を
行
う
た
め
の

市
民
検
討
会
で
現
状
の
課
題
等
の

把
握
、
見
直
し
の
方
向
づ
け
等
の

検
討
が
行
わ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内

容
の
会
議
が
開
催
さ
れ
た
の
か
、

お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

都
市
部
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
運
行
見
直
し
に
伴
う
市
民
検
討

会
で
あ
る
座
間
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
等
交
通
体
系
の
あ
り
方
検
討

会
は
、
平
成
26
年
11
月
か
ら
３
回

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

議
題
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
現
況
の
課
題
や
評
価
、
今
後
の

取
り
組
み
方
針
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
見
直
し
の
基
本
的
な
方
向
性

及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
方
法
な

ど
で
、
主
な
意
見
と
し
て
は
、
現

在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用

状
況
や
収
支
状
況
を
踏
ま
え
、
乗

り
残
し
の
改
善
、
地
域
ニ
ー
ズ
の

把
握
方
法
、
利
便
性
の
改
善
な
ど

に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
平
成
26
年

度
の
検
討
で
は
、
見
直
し
の
基
本

的
な
方
向
と
し
て
、
公
共
交
通
網

の
補
完
的
な
役
割
を
果
た
し
な
が

ら
、
利
用
実
態
を
踏
ま
え
た
運
行

計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
利
用
促

進
と
移
動
制
約
者
を
主
体
と
し
た

市
民
の
生
活
の
足
と
し
て
利
便
性

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
方

針
を
定
め
、
平
成
27
年
度
に
具
体

的
な
計
画
案
を
検
討
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　

平
成
26
年
度
水
道
事
業
会
計
決

算
の
認
定
及
び
未
処
分
利
益
剰
余

金
の
処
分
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

県
水
の
受
水
費
の
決
算
額
は
５
億

２
０
３
６
万
７
３
６
８
円
で
し
た
。

　

平
成
26
年
度
当
初
予
算
で
は
、

第
１
水
源
井
の
耐
震
化
工
事
に
よ

っ
て
県
水
の
受
水
量
を
引
き
上
げ
、

５
億
１
５
４
３
万
８
０
０
０
円
と

い
う
予
算
額
で
し
た
が
、
昨
年
３

月
議
会
の
討
論
で
共
産
党
市
議
団

は
、
第
２
水
源
か
ら
の
取
水
量
を

増
や
す
な
ど
で
県
水
の
受
水
量
を

減
ら
せ
る
と
指
摘
し
て
い
ま
し
た
。

　

監
査
意
見
書
に
よ
る
と
、
ほ
か

の
水
源
井
の
取
水
量
を
増
量
さ
せ
、

不
足
分
を
最
小
限
に
抑
え
て
、
県

水
を
受
水
し
た
と
あ
り
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
を
明
ら

か
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ

の
上
で
、
県
水
受
水
費
の
決
算
額

が
当
初
予
算
を
上
回
っ
た
理
由
と

見
解
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

上
下
水
道
部
長　

県
水
受
水
費

が
当
初
予
算
よ
り
上
回
っ
た
主
な

要
因
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
平
成

26
年
度
ま
で
の
継
続
事
業
で
施
工

し
た
第
１
水
源
井
の
耐
震
化
工
事

に
伴
う
取
水
停
止
で
す
。
平
成
26

年
度
当
初
予
算
で
は
、
工
事
に
よ

る
取
水
停
止
期
間
を
６
カ
月
と
想

定
し
、
少
し
で
も
地
下
水
を
主
た

る
水
源
と
し
た
座
間
の
水
道
と
す

る
た
め
、
第
１
水
源
以
外
の
水
源

の
１
日
当
た
り
の
取
水
量
を
２
３

０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
増
量
し
、
県

水
受
水
費
を
抑
え
て
計
上
し
て
い

ま
し
た
が
、
工
期
が
２
カ
月
延
伸

し
た
た
め
、
県
水
の
受
水
期
間
が

１
カ
月
延
伸
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
９
６
５
年
か
ら
始
ま
っ
た
市

独
自
事
業
の
母
子
等
福
祉
手
当
支

給
制
度
は
、
児
童
扶
養
手
当
が
18

歳
ま
で
対
象
に
な
っ
た
こ
と
や
、

所
得
制
限
は
あ
る
も
の
の
、
医
療

費
の
助
成
制
度
が
で
き
た
こ
と
か

ら
２
０
１
３
年
度
で
廃
止
と
な
り

ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
効
果
の
あ

る
方
法
に
変
え
る
と
の
こ
と
で
、

自
立
支
援
教
育
訓
練
受
講
費
の
補

助
割
合
を
20
％
か
ら
40
％
に
上
げ
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
母

子
・
父
子
家
庭
の
利
用
料
の
半
額

補
助
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

母
子
等
福
祉
手
当
支
給
制
度
は
、

年
１
回
１
人
目
は
１
万
２
０
０
０

円
、
２
人
目
か
ら
は
７
０
０
０
円
、

２
０
１
３
年
度
は
９
８
８
世
帯
に

１
５
２
１
万
円
余
が
支
給
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
制
度
を
変
更
し
た

昨
年
度
は
、
自
立
支
援
教
育
訓
練

受
講
費
の
支
援
に
１
６
４
万
円
余
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
半

額
補
助
支
援
に
14
万
円
余
で
計
１

７
８
万
円
余
の
事
業
で
し
た
。
利

用
人
数
が
大
変
少
な
い
の
は
課
題

と
考
え
ま
す
。
利
用
者
数
を
ど
う

捉
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
多
く
の

方
が
利
用
す
る
た
め
の
働
き
か
け

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。　

　

福
祉
部
長　

平
成
26
年
度
の
自

立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給

は
２
名
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
補
助
は
延
べ
29
名
、
３
３

９
回
、
２
２
２
・
５
時
間
の
利
用

が
あ
り
、
一
定
の
成
果
と
捉
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
扶
養
手
当

現
況
届
提
出
の
際
に
は
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
配
布
し
、
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
周
知
し
て
い
ま
す
。

　

議
案
第
52
号
、
平
成
26
年
度
座

間
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
臨
時

福
祉
給
付
金
給
付
事
業
は
、
平
成

26
年
４
月
１
日
よ
り
消
費
税
が
８

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
に
伴
い
、

低
所
得
者
の
生
活
を
支
え
る
対
策

と
し
て
給
付
さ
れ
た
事
業
で
す
が
、

申
請
者
に
は
全
員
に
支
給
が
さ
れ

た
の
か
、
申
請
を
さ
れ
な
か
っ
た

方
々
へ
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た

の
か
、
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
給
付
事
業
も
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
対
象
者
全
員
に
支
給
さ
れ

た
の
か
伺
う
と
と
も
に
、
事
業
評

価
に
つ
い
て
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

臨
時
福
祉
給
付
金

の
申
請
受
付
件
数
は
１
万
５
１
９

８
人
で
、
３
８
８
人
が
受
給
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
申
請
後

の
市
民
税
額
の
調
査
で
非
課
税
か

ら
課
税
と
な
っ
た
こ
と
が
主
な
理

由
で
す
。
ま
た
、
申
請
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
方
へ
は
、
申
請
期
限
前

に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
ざ
ま

等
で
周
知
を
図
り
ま
し
た
。　
　

　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

の
申
請
受
付
件
数
は
１
万
４
７
８

０
人
で
、
１
１
６
７
人
が
受
給
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
二
つ

の
給
付
金
の
併
給
が
認
め
ら
れ
て

お
ら
ず
、
臨
時
福
祉
給
付
金
を
優

先
的
に
支
給
す
る
制
度
で
あ
る
た

め
、
不
支
給
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

事
業
評
価
と
し
て
は
、
消
費
税
率

引
き
上
げ
に
際
し
、
子
育
て
世
帯

へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、

消
費
の
下
支
え
が
図
ら
れ
た
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
第
四
次
座
間
市

総
合
計
画
の
４
年
目
で
あ
り
、
本

市
の
将
来
目
標
の
着
実
な
推
進
に

向
け
て
予
算
が
執
行
さ
れ
、
一
般

会
計
の
歳
入
・
歳
出
の
決
算
額
は

と
も
に
前
年
よ
り
も
増
額
と
な
り
、

実
質
単
年
度
収
支
額
は
平
成
22
年

度
よ
り
５
年
連
続
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を

認
識
し
た
上
で
全
庁
組
織
一
丸
と

な
っ
て
経
費
削
減
を
行
い
、
着
実

に
自
粛
を
し
て
き
た
結
果
で
あ
る

と
率
直
に
評
価
し
ま
す
が
、
決
算

の
評
価
と
将
来
展
望
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

本
市
緊
急
財
政
対
策
本

部
の
も
と
、
庁
内
一
体
と
な
っ
て

情
報
の
共
有
を
図
り
、
工
夫
を
凝

ら
し
実
施
計
画
事
業
を
ほ
ぼ
網
羅

す
る
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
予

算
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
最
少
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
た

め
に
知
恵
を
絞
り
、
工
夫
を
凝
ら

し
事
業
を
執
行
し
た
結
果
、
決
算

全
体
で
生
み
出
さ
れ
た
不
用
額
は

20
億
円
余
に
上
り
、
年
度
内
に
減

額
の
補
正
予
算
を
組
み
、
絞
り
出

し
た
財
源
を
活
用
し
て
実
施
計
画

事
業
の
前
倒
し
を
可
能
に
し
ま
し

た
。

　

最
終
的
に
は
16
億
円
余
を
財
政

調
整
基
金
に
残
す
こ
と
が
で
き
、

財
政
状
況
は
、
最
悪
の
時
期
と
比

べ
て
筋
肉
質
な
も
の
に
変
化
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
第
四
次
座
間
市
総
合
計

画
基
本
構
想
に
定
め
る
施
策
の
実

現
の
た
め
に
、
実
施
計
画
に
定
め

る
事
業
を
着
実
に
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

    

新
政
い
さ
ま
（
竹
田

　陽
介
　議
員
）

日
本
共
産
党
（
守
谷

　浩
一

　議
員
）

神
奈
川
ネ
ッ
ト
（
加
藤

　陽
子
　議
員
）

ざ
ま
大
志
会
（
池
田

　徳
晴
　議
員
）

公
明
党
（
上
沢

　本
尚

　議
員
）


